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昨
年
度
日
本
た
ば
こ
産
業

(

株

)

で

は
、

令
和
四
年
産
作
付
者
の
廃
作
募
集

を
行
い
、

当
町
で
は
、

四
十
八
戸
（

約

五
十
一
㏊
）

が
廃
作
と
な
り
ま
し
た

が
、

町
で
は
葉
た
ば
こ
が
主
要
作
物
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
は
、

葉

た
ば
こ
の
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
本
年
の
作
柄
状
況
で
す
が
、

四
月
下

旬
の
植
付
後
の
生
育
は
、

降
霜
や
強
風

及
び
干
ば
つ
等
に
よ
り
、

生
育
遅
れ
と

な
っ

た
ほ
場
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

各

農
家
の
適
正
な
管
理
作
業
を
行
っ

た
こ

と
、

ま
た
、

高
温
・
多
照
・
時
折
の
降

雨
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

七
月
上
旬
時

点
で
全
体
的
に
は
平
年
よ
り
や
や
良
と

な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、

低
温
高
温
が
繰
り
返
さ
れ

た
り
、

八
月
に
は
県
内
各
地
で
災
害
が

発
生
す
る
ほ
ど
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

空
洞
病
や
立
枯
病
な
ど
が
拡
大
し
、

生

産
者
に
と
っ

て
は
、

大
変
な
年
だ
っ

た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
県
内
の
令
和
四
年
産
葉
た
ば
こ
の
販

売
が
十
一
月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
、

田

子
町
分
は
十
一
月
三
十
日
か
ら
販
売
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
十
九
日
時
点

で
は
、

概
ね
順
調
に
販
売
が
進
み
、

県

内
全
体
の
見
込
収
量
は
二
百
三
十
七
㎏

/
十
a
と
な
る
よ
う
で
す
。

　　
近
年
は
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ

る
た
め
か
、

高
温
が
続
い
た
り
、

日
照

り
が
続
い
た
か
と
思
う
と
、

一
転
、

集

中
豪
雨
に
な
る
な
ど
、

予
測
で
き
な
い

天
候
ば
か
り
で
す
。

　
葉
た
ば
こ
農
家
だ
け
で
な
く
、

町
民

の
皆
様
は
、

日
頃
か
ら
天
気
予
報
の
確

認
と
ご
自
身
の
体
調
管
理
に
は
十
分
気

を
つ
け
て
、

作
業
や
外
出
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大根は薄い輪切り、豚肉は5cm幅に切る。

鍋に大根と豚肉を交互に重ねて並べ、ａを入れて落とし蓋をする。

中火でひと煮立ちさせ、弱火で15分ほど煮る。

大根が軟らかく煮えたら、彩りに大根の葉を加えて完成。

①

小袋1パック ★

適量

大根の皮にも栄養が多く含まれています。よく洗って皮ごと使う

のがおすすめです。

ａ

削り節

大根の葉

おろし生姜

②

大さじ2

心も体も温まるポカポカレシピです

【材料】 【作り方】

・・・・・ 大根のミルフィーユ鍋 ・・・・・

水

大さじ1

③

塩 小さじ1/6

★

大さじ1
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上
平
　
満
広

川
原
　
彰

森
崎
　
敏

鳴
滝
　
笑
美
子

木
崎
　
正
夫

山
本
　
亀
次
郎

　
・
農
業
経
営
に
役
立
つ
農
業
専
門
誌

　
・
毎
週
金
曜
日
発
行

　
・
購
読
料
 
月
額
七
〇
〇
円

(

税
込

)

　
購
読
の
お
申
し
込
み
は
、

農
業
委
員
会

　

(

２
０
・
７
１
２
０

)

ま
で

200ml

　
数
年
前
に
行
っ

た
出
張
先
で
、

福

井
県
産
米
新
品
種
の
デ
ビ
ュ
ー

に
伴

う
名
称
募
集
の
チ
ラ
シ
を
発
見
し
ま

し
た
。

名
付
け
親
に
は
、

賞
金
が
支

払
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

空
っ

ぽ

の
頭
を
フ
ル
に
回
転
さ
せ
て
応
募
し

ま
し
た
。

結
果
、

新
た
な
名
称
は

「

い
ち
ほ
ま
れ
」

に
決
ま
り
ま
し

た
。

残
念
な
が
ら
、

私
の
応
募
し
た

内
容
に
か
す
り
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
宝
く
じ
も
買
わ
な
い
と
当
た
ら
な

い
の
と
同
じ
く
、

こ
の
よ
う
な
応
募

も
の
は
、

応
募
し
な
い
と
当
た
り
ま

せ
ん
。

最
初
か
ら
無
理
だ
、

と
思
わ

ず
、

何
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
常
日
頃
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（

担
当
　
袖
村
）

醤油

（地域包括支援課栄養士　岡崎）

白菜で作るミルフィーユ鍋が主流ですが、大根でもおいしく仕上

がります。煮汁に酢を加えると「さっぱり鍋」に大変身します。

酒

令和５年１月発行 

200g

400g

豚肩ロース肉

大根
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編
集
後
記

広
報
委
員
会

（写真：葉たばこ販売における

買入検査に立ち会う様子）



　

Ａ　法務省ホームページで、「あなたと家族をつなぐ相続登記」で
　検索するか、法務局又はお近くの司法書士事務所へお問い合わせ
　ください。

あなたと家族をつなぐ相続登記

例１）　多面的交付金を活用して、遊休農地の解消・発生防止に取り組むとともに、
　　　　景観植物を作付けした。
例２）　牧草を作付けし、牛の放牧をすることで、粗飼料の自給力を上げコスト削減
　　　　につなげる。
例３）　再生作業を行い、そばの作付けをした。　　　　などなど

■令和５年７月、農業委員・推進委員が改選されます 検索

法務省ホームページ
QRコード

Ａ　不動産の所有者が亡くなった場合の登記手続きは、不動産の所在地の法務局に申請
　して行います。
　　手続きは、①遺言書による相続の場合、②遺産分割協議による相続の場合（相続人
　全員で話し合いをする場合）、③法定された割合による相続の場合（民法に定められ
　た相続割合で相続する場合）など、ケースにより、必要な登記や書類が異なります。
　　必要な登記の種類は、法務省ホームページでもご案内しています。

町では、荒廃農地の再生作業にかかる経費補助も行っています。
活用希望の方は、ぜひ産業振興課へご相談ください。

ご自身で解消する場合や、隣接農地の所有者等から相談があった場合の
参考にしてください。

Ｑ４　相続登記について、もっと詳しく知りたいのですが、どこに聞けばいいですか？

Ａ　申請義務化は、令和６年４月１日からスタートします。ですが、それ以前の相続
　でも、不動産（土地・建物）の相続登記がされていないものは、義務化の対象にな
　ります。それぞれのケースに応じ、相続人（ご遺族）で、必要な遺産分割を行い、
　今のうちから相続登記を速やかに行えるよう、準備を行いましょう。

　１０月に農業委員及び農地利用最適化推進委員による農地パトロールを行いま
した。
　調査時の農地への立ち入りに関し、所有者の皆様には、ご理解ご協力を賜りま
して、誠にありがとうございました。
　今年度のパトロール結果の概要を報告させていただきます。
　もし、ご自身の所有農地のうち、未利用農地がある場合は、遊休農地の未然防
止及び鳥獣被害防止のためにも、草刈りや耕起等の作業に努めていただきますよ
うお願いいたします。

　前号（10月号）では、相続登記の義務化について紹介させていただきましたが、今回は、
Ｑ＆Ａ方式でもう少しわかりやすくご紹介いたします。

Ｑ１　なぜ不動産の相続登記が義務化されたのですか？

Ａ　所有者が亡くなったのに相続登記がされないと、登記簿を見ても持ち主がわから
　ず、公共事業や復旧・復興事業等が円滑に進められないといった問題が起きていま
　す。この「所有者不明土地問題」を防ぐために、相続登記が義務化されました。

Ｑ２　長期間、相続登記をしていない不動産があるのですが、すぐに手続きが必要ですか？
利用されておらず、荒廃度が低度の農地

利用されておらず、荒廃度が重度の農地

利用されておらず、荒廃度が中度の農地

Ｑ３　相続登記の申請、手続きはどうすればいいですか？
194,648㎡（19.4ha）

29,857㎡ （2.9ha）

47,280㎡ （4.7ha）

■農地パトロールの結果報告 及び 遊休農地解消事例紹介 ■相続登記の申請が義務化されます！（10月号続編）

食卓晴れる、あおもり米。

２

区分 特　　　性

栽培

品質

食味

・「つがるロマン」より冷害やいもち病に強く、胴割粒の発生が少ない
・収量は「つがるロマン」「まっしぐら」と同等～やや少ない

・玄米品質は「まっしぐら」より優れ「つがるロマン」並み

・食感の粘りが強くやわらかく舌ざわりがなめらか
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　令和４年10月、県産米の新品種「はれわたり」がデビューし、県内限定で販売されていま
す。まだ食していない方は新品種を食してみてはいかがでしょうか。
　「はれわたり」の先祖は、「コシヒカリ」や「ひとめぼれ」といった良食味品種と県の奨
励品種「まっしぐら」などがあり、それらの良食味性と栽培特性を兼ね備えてた品種です。
青森の空が広く晴れ渡る様子をイメージさせ、県産米の未来が明るく開け、生産者の方々の
気持ちも明るく晴れやかにさせる存在となることを願って命名されました。
　主な特性は以下のとおりです。

ファーマーズ通信　2023.1

■機械のメンテナンス も 体のメンテナンス も 重要です

３

　この通信をご覧の皆様、農機具のメンテナンス（整備・点検）を実施していますでしょう
か。また、ご自身の体のメンテナンス（健康診断等）も実施していますでしょうか。
　この農閑期の時期を使って、農機具のメンテナンスはもちろん、ご自身の体のメンテナン
スもされてはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　★ちょっと一息
　　　　　　　　　　「無事故」 とかけまして 「農閑期のメンテナンス」 とときます。
　　　　　　　　　　　　　その心は・・・どちらも『いい、きかい（機械・機会）です』

　平成28年４月から農業委員の選任方法が、選挙制から公募制に変わりました。田子町で
は、平成29年７月から３年ごとに委員等の改選がされておりますが、今回令和５年７月に改
選期となり、新たな委員会体制になります。
　令和４年度末にかけて農業委員・推進委員の改選に関する周知をするとともに、公募を行
いますので、農業委員会業務に携わりたい方、農地に関する知識を深めたい方は、ぜひご応
募くださいますようお願いいたします。
　詳しくは、３月頃に配布予定のチラシをご覧いただくか、農業委員会までお問い合わせく
ださい。

■青森県産米新品種 はれわたり デビュー


